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1. はじめに 

本研究の┠的は㸪GUI 環境でのࣇィードࢡࢵࣂไᚚの㢟ᮦとして㸪ブࣟࢡࢵ⥺図に基࡙

 。トไᚚをྲྀりୖげた教ဨㅮ習会をᐇ㊶し㸪その᭷用性を᳨ウすることであるࢵ࣎ࣟࡃ

ከࡃのᕤᴗ〇ရはࢥンࣗࣆーࢱを組み㎸ࡴことで㸪ᶵჾの⟶理・ไᚚが行われている。

このようなไᚚシステ࣒のෆ容をྲྀりᢅう㸪ไᚚ学習は情ሗ教育の重要な分㔝となࡗてい

る。ࣇィードࢡࢵࣂไᚚは㸪ไᚚᚋのฟຊ⤖ᯝと┠ᶆ値とのẚ㍑を通してไᚚを行うもの

であるが㸪㌟㏆なᐙ㟁〇ရでも使用ࡉれており㸪ไᚚ学習を㐍めるୖで必㡲のෆ容になる

といえる。 

ไᚚに関する学習活動が学ᰯ教育において活Ⓨに行われることがᮇᚅࢡࢵࣂィードࣇ

れるが㸪そのために教ဨが教ᮦや指ᑟ方ἲ➼についての理解を㧗める᭷ຊなᶵ会の一つࡉ

としてㅮ習会をあげることができる。➹者らは先行研究 1)において㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚ

をテーマとした教ဨㅮ習会で使用するためのテキストを開Ⓨし㸪ヨ行的にㅮ習会をᐇ᪋し

ているが㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚの学習活動で用いられる C 言語に関して㸪使用することの

㞴しࡉがㄢ㢟として見ฟࡉれている。 

ᕤᴗ〇ရにおけるไᚚシステ࣒は C 言語で開Ⓨࡉれていることがከࡃ㸪そのことに‽ࡌ

てࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習に際しても C 言語が用いられるࢣースはᑡなࡃないと考えら

れる。しかし㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚの学習をᢸᙜするために㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛングを習

得しなࡃてはならないのでは㸪ඖ々ࣟࣉグ࣑ࣛングに⢭通しているのではない教ဨにとࡗ

ては大きな㈇ᢸとなるࢁࡔう。 

ไᚚのᐇ習の際に㸪Cࢡࢵࣂィードࣇ 言語ࣟࣉグ࣑ࣛングの能ຊが必要となる場ྜ㸪⏕

ᚐにとࡗても相ᙜの㈇ᢸになると考えられる。C 言語の学習を支᥼する方ἲについては先

行研究でいࡃつか挙げられている。 

౛えࡤ㸪視ぬ的にࣟࣉグ࣒ࣛの動సを確認できるアࢣࣜࣉーションを用いる方ἲ 2),3)や㸪

Web�),�)・CAI6)・࢜ーサࣜング �)のシステ࣒を用いる方ἲが提᱌ࡉれている。しかし㸪ᤵ

ᴗ時㛫ᩘが㝈られることもከࡃ㸪C 言語の学習がᅔ㞴となることは㉳こりうるࢁࡔう。 

                                                                                     
㸨㸨㸸⚄ዉᕝ┴立平ሯᕤ⛉㧗➼学ᰯ  
㸨㸨㸸ᶓ὾ᅜ立大学教育人㛫⛉学㒊ᢏ⾡教育ㅮᗙ  



㡲⏣　Ꮥஅ・㨣⸨　明ோ40

そこで本研究では㸪GUI（Graphical User Interface）の環境で㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛン

グを必要としないࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習を行うことを╔᝿した。GUI 環境でのไᚚ学

習に関しては⳥ụ・㙠 8)の研究があるが㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚをᢅࡗたものはこれまでの

とこࢁ見受けられない。 

本研究では㸪GUI 環境のࣇィードࢡࢵࣂไᚚのࣇࢯト࢙࢘アを使用して㸪ブࣟࢡࢵ⥺図

に基࡙ࢵ࣎ࣟࡃトไᚚの教ဨㅮ習会をᐇ㊶し㸪事๓・事ᚋㄪᰝを通してその᭷用性を᳨ウ

することにした。 

 

�. ᩍဨㅮ⩦఍ࡢᐇ㊶ 

�.1. ౑⏝ᩍᮦ 

ト࢙࢘アにࣇࢯ MathWorks 社の MATLAB/Simulink Version 2012a㸪ࣁード࢙࢘アに

LEGO 社の Mindstorms NXT を᥇用した。 

MATLAB/Simulink は㸪GUI 環境でブࣟࢡࢵ⥺図をస成し（図 1 ཧ↷）㸪ࣇィードࢵࣂ

シ࣑ࣗレーションを行うことができる。Version 2012aࡧไᚚシステ࣒のタィཬࢡ では㸪

Mindstorms NXT に対ᛂした C 言語ࢥード自動⏕成ᶵ能を᭷しており㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛ

ングを行うことなࡃ㸪タィしたไᚚシステ࣒をࣁード࢙࢘ア側に㌿㏦し㸪ࣁード࢙࢘アを

⟶理・ไᚚすることが可能となࡗている。 

 

 
ᅗ 1 0$7/$%�6LPXOLQN ࢡࢵࣟࣈࡢ⥺ᅗ౛㸦⥲ྜㄢ㢟㸧 

 

LEGO 社の Mindstorms NXT はレࢦブࣟࢡࢵを࣋ースとしており㸪ຍᕤ➼のసᴗの必

要がなࡃ㸪組み立てసᴗのみで容᫆に㸪図 2 のようなࣟ࣎ࢵトのࣁード࢙࢘アを〇సする

ことができる。図 3 に㸪ࣟࣉグ࣒ࣛࢹーࢱを㌿㏦しているᵝ子を示す。ࣟࣉグ࣒ࣛの୙具

ྜ➼でࣁード࢙࢘アのᦆቯが⏕ࡌた場ྜのಟ理も容᫆である。ࣁード࢙࢘アの〇సが容᫆

で㸪〇స時㛫が▷ࡃなることにより㸪ㅮ習会にཧຍする教ဨがࣇィードࢡࢵࣂไᚚ自体の

学習によりᑓᛕできると考えられる。 

 

�.�. ᩍဨㅮ⩦఍ࡢィ⏬ 

先行研究 1)においてไసした教ဨㅮ習会テキストを㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛングにゐれてい

る㒊分について㸪MATLAB/Simulink Version 2012a を用い㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛングを行

うことなࡃ㸪ࣁード࢙࢘アを⟶理・ไᚚするようにಟṇして使用することにした。テキス

トのᵓ成は「ไᚚᴫㄝ」㸪「ࣇィードࢡࢵࣂไᚚについて」㸪「MATLAB/Simulink について」㸪 
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「MATLAB/Simulink による Mindstorms NXT のࣟ࣎ࢵトไᚚ」㸪「⥲ྜㄢ㢟」の඲ � ⠇

となࡗた。 

教ဨㅮ習会のィ⏬を表 1 に示す。➨ 1 ⠇では㸪ไᚚの定⩏➼を学習する。ไᚚシステ࣒

に対する理解を῝めるためにシーࢣンスไᚚの基本的なෆ容についてもྲྀりᢅう。➨ 2 ⠇

では㸪ブࣟࢡࢵ⥺図や外஘➼を学習する。ࣇィードࢡࢵࣂไᚚの୺なไᚚ方ἲである࢜ン

ไᚚ㸪Pࣇ࢜ ไᚚ㸪PI ไᚚ㸪PID ไᚚの特ᚩを㸪ブࣟࢡࢵ⥺図を用いて理解する。➨ 3 ⠇

では㸪MATLAB/Simulink のᶵ能ཬࡧ基本᧯సを学習する。また㸪MATLAB/Simulink を

用いた P ไᚚ㸪PI ไᚚ㸪PID ไᚚのシ࣑ࣗレーションసᴗを行う。➨ � ⠇では㸪

MATLAB/Simulink による Mindstorms NXT のࣟ࣎ࢵトไᚚの基♏を学習する。ࣔーࢱ

ไᚚやไᚚᵓ文についてもྲྀりᢅう。➨ � ⠇では㸪⥲ྜㄢ㢟として自動⾪✺ᅇ㑊ᅄ㍯ࣟ࣎

トを〇సする（図ࢵ 2 ཧ↷）。P㸪PI㸪PID ไᚚのྛไᚚシステ࣒のタィ㸪それによるࣟ࣎

て学習する。なお㸪ࡏーニングについてもేࣗࢳトのไᚚᐇ習を行う。挙動の確認とࢵ

Mindstorms NXT による自動⾪✺ᅇ㑊ᅄ㍯ࣟ࣎ࢵトは㸪༙᏶成の状態で用意し㸪受ㅮ者が

 。時㛫を᥃けられるようにしたࡃンスよࣛࣂトの〇సとไᚚシステ࣒のタィとにࢵ࣎ࣟ

教ဨㅮ習会の時㛫は 8 時㛫とした。㏵中㸪10 分のఇ᠁を 2 ᅇ㸪60 分の᫨ఇみをタけて

いる。༗๓ 8 時 30 分に㞟ྜし㸪‽ഛཬࡧ事๓ㄪᰝᚋにㅮ習会を開ጞ㸪ㅮ習会の⤊஢ᚋに∦

௜けཬࡧ事ᚋㄪᰝを行い㸪༗ᚋ � 時に解ᩓすることを᝿定している。 

 

�.�. ஦๓ཬࡧ஦ᚋㄪᰝ⚊ࡢసᡂ 

本教ဨㅮ習会の᭷用性について㸪受ㅮする教ဨを対㇟に事๓ㄪᰝと事ᚋㄪᰝとをᐇ᪋し㸪

᳨ウすることにした。స成した事๓ㄪᰝ⚊の㡯┠ෆ容を表 2 に㸪事ᚋㄪᰝ⚊の㡯┠ෆ容を

表 3 に示す。 

事๓ㄪᰝでは㸪ไᚚ学習に関する⤒㦂の᭷↓をㄪᰝする。ᤵᴗで教えた⤒㦂㸪ᐇ習をᢸ

ᙜした⤒㦂㸪ㅮ習会にཧຍした⤒㦂㸪㧗ᰯ・大学時௦に学ࡔࢇ⤒㦂の᭷↓を㸪シーࢣンス

ไᚚとࣇィードࢡࢵࣂไᚚのそれࡒれについてၥうことにし㸪඲ 8 㡯┠をタ定した。ᅇ⟅

形ᘧは㸪「はい」㸪「いいえ」の 2 ௳ἲとした。 
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⾲ 1 ᩍဨㅮ⩦఍ࡢィ⏬ 

時㛫 ⠇ ෆ容 

30 分 1�ไᚚᴫㄝ ・ไᚚの定⩏ 

・シーࢣンスไᚚ 

 ไᚚࢡࢵࣂィードࣇ・

�0 分 2ࣇ�ィードࢡࢵࣂไᚚについて ・ブࣟࢡࢵ⥺図㸸 

㢼࿅の自動つに図⥺ࢡࢵࣟブに౛をᚚไしかἛ‮

いてㄝ明 

・外஘㸸 

外஘のㄝ明と対⟇ 

・ON/OFF ไᚚ㸸 

動సとそのၥ㢟点の確認 

・PID ไᚚ㸸 

P・PI・PID ไᚚのブࣟࢡࢵ⥺図とその挙動のㄝ明

10 分 ఇ᠁ 

90 分 3�MATLAB/Simulink について ・MATLAB/Simulink のㄝ明㸸 

ᶵ能の⤂௓㸪基本᧯స 

・P・PI・PID ไᚚのシ࣑ࣗレーション 

60 分 ᫨ఇみ 

90 分 ��MATLAB/Simulink による 

Mindstorms NXT のࣟ࣎ࢵトไᚚ

の基♏ 

・Mindstorms NXT の࣎ࢱンの状態を⏬面に表示 

・Mindstorms NXT のࢭンサの値を表示 

・ࣔーࢱのᅇ㌿ 

・ไᚚᵓ文（IF 文） 

10 分 ఇ᠁ 

120 分 ��⥲ྜㄢ㢟㸸自動⾪✺ᅇ㑊ᅄ㍯ࣟ࣎

 トのไᚚࢵ

・ㄢ㢟のㄝ明 

・ᅄ㍯ࣟ࣎ࢵトの〇స 

・P・PI・PID ไᚚシステ࣒のタィと挙動の確認 

 ーニングࣗࢳ・

事ᚋㄪᰝでは㸪本教ဨㅮ習会においてࣇィードࢡࢵࣂไᚚの学習に関する教ᮦや指ᑟ方

ἲの理解が㧗められたのかをㄪᰝする。まず㸪「ㅮ習に対するホ価」として㸪ࣇィードࢵࣂ

ことができࡪไᚚの教ᮦを▱ること㸪学習活動を一通り体㦂すること㸪学習指ᑟἲを学ࢡ

たかをၥうことにし㸪3 㡯┠をタ定した。ḟいで㸪「ㅮ習で㌟に௜いたこと」として㸪シー

ไᚚ㸪PIDࣇ図㸪࢜ン࢜⥺ࢡࢵไᚚ㸪ブࣟࢡࢵࣂィードࣇンスไᚚ㸪ࢣ ไᚚが理解できた

のか㸪� 㡯┠をタ定し㸪ࣇࢯト࢙࢘アの MATLAB/Simulink の使い方㸪ࣗࢳーニングの方

ἲが㌟に௜いたのか㸪2 㡯┠をタ定した。事ᚋㄪᰝの㉁ၥ㡯┠はィ 10 㡯┠となࡗた。ᅇ⟅

形ᘧは㸪「とてもそう思う」㸪「ややそう思う」㸪「あまりそう思わない」㸪「まࡗたࡃそう思わ

ない」の � ௳ἲとした。 

また㸪ేࡏて自由グ述形ᘧのᅇ⟅ḍをタけ㸪受ㅮᚋの感᝿をグ述してもらうことにし㸪

ୖグ事ᚋㄪᰝ㡯┠のᅇ⟅の背景を考察するᮦᩱとすることにした。 
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�.�. ᑐ㇟ཬࡧㄪᰝ᪉ἲ 

2012 ᖺ 8 ᭶に⚄ዉᕝ┴ෆ M ᕤᴗ㧗ᰯで教ဨㅮ習会をᐇ᪋した。ᕤᴗ㧗ᰯのᶵᲔ⛉や㟁

気⛉の教ဨ 9 ྡが受ㅮした。教ဨ⤒㦂ᖺᩘが 2 ᖺから 3� ᖺとᖜᗈいᒙの教ဨであࡗた。㞟

ィの㒔ྜୖ㸪教ဨ⤒㦂ᖺᩘのᑡない方から A㹼I と㡰ḟアルࢵ࣋࢓ࣇトを௜した。なお㸪

ㅮ習会ᙜ日にᛴ㑉のබົで受ㅮできなかࡗた教ဨ * については㸪ᚋ日㸪同ᵝのㅮ習会を行

 。ているࡗ

教ဨㅮ習会の開ጞ๓と⤊஢ᚋに㸪事๓ㄪᰝཬࡧ事ᚋㄪᰝをそれࡒれᐇ᪋した。ㅮᖌཬࡧ

ㄪᰝは➹者の㡲⏣がᢸᙜした。 

 

�. ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ 

事๓ㄪᰝの⤖ᯝを表 2 に示す。表 2 から㸪受ㅮ者 A と B のように㸪シーࢣンスไᚚとࣇ

ィードࢡࢵࣂไᚚに関してᤵᴗやᐇ習をᢸᙜしたことも㸪㧗ᰯ・大学時௦やㅮ習会で学ࢇ

 。こともない受ㅮ者がいることがわかるࡔ

 
⾲ � ஦๓ㄪᰝࡢ⤖ᯝ 

 

 

受ㅮ者 

A B C D E F G H I 

 
2 3 � � 10 19 20 33 3�

シーࢣンスไᚚをᤵᴗで教えたことがありますか 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

シーࢣンスไᚚのᐇ習をᢸᙜしたことがありますか 0 0 1 0 0 0 0 1 1 

シーࢣンスไᚚのㅮ習会にཧຍしたことがありますか 0 0 0 0 1 0 1 0 1 

㧗ᰯ・大学時௦にシーࢣンスไᚚを学ࡔࢇことがありま

すか 

0 0 0 1 1 1 1 0 0 

ไᚚをᤵᴗで教えたことがありますか 0ࢡࢵࣂィードࣇ 0 0 0 0 1 0 0 1 

ไᚚのᐇ習をᢸᙜしたことがありますか 0ࢡࢵࣂィードࣇ 0 0 0 0 0 0 0 1 

ไᚚのㅮ習会にཧຍしたことがありますࢡࢵࣂィードࣇ

か 

0 0 0 0 1 0 0 0 0 

㧗ᰯ・大学時௦にࣇィードࢡࢵࣂไᚚを学ࡔࢇことがあ

りますか 

0 0 0 0 0 1 1 0 0 

ὀ）1㸸はい㸪0㸸いいえ 

受ㅮ者のアルࢵ࣋࢓ࣇト下のᩘᏐは㸪教ဨ⤒㦂ᖺᩘを示す㸬  
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⾲ 1 ᩍဨㅮ⩦఍ࡢィ⏬ 

時㛫 ⠇ ෆ容 

30 分 1�ไᚚᴫㄝ ・ไᚚの定⩏ 

・シーࢣンスไᚚ 

 ไᚚࢡࢵࣂィードࣇ・

�0 分 2ࣇ�ィードࢡࢵࣂไᚚについて ・ブࣟࢡࢵ⥺図㸸 

㢼࿅の自動つに図⥺ࢡࢵࣟブに౛をᚚไしかἛ‮

いてㄝ明 

・外஘㸸 

外஘のㄝ明と対⟇ 

・ON/OFF ไᚚ㸸 

動సとそのၥ㢟点の確認 

・PID ไᚚ㸸 

P・PI・PID ไᚚのブࣟࢡࢵ⥺図とその挙動のㄝ明

10 分 ఇ᠁ 

90 分 3�MATLAB/Simulink について ・MATLAB/Simulink のㄝ明㸸 

ᶵ能の⤂௓㸪基本᧯స 

・P・PI・PID ไᚚのシ࣑ࣗレーション 

60 分 ᫨ఇみ 

90 分 ��MATLAB/Simulink による 

Mindstorms NXT のࣟ࣎ࢵトไᚚ

の基♏ 

・Mindstorms NXT の࣎ࢱンの状態を⏬面に表示 

・Mindstorms NXT のࢭンサの値を表示 

・ࣔーࢱのᅇ㌿ 

・ไᚚᵓ文（IF 文） 

10 分 ఇ᠁ 

120 分 ��⥲ྜㄢ㢟㸸自動⾪✺ᅇ㑊ᅄ㍯ࣟ࣎

 トのไᚚࢵ

・ㄢ㢟のㄝ明 

・ᅄ㍯ࣟ࣎ࢵトの〇స 

・P・PI・PID ไᚚシステ࣒のタィと挙動の確認 

 ーニングࣗࢳ・

事ᚋㄪᰝでは㸪本教ဨㅮ習会においてࣇィードࢡࢵࣂไᚚの学習に関する教ᮦや指ᑟ方

ἲの理解が㧗められたのかをㄪᰝする。まず㸪「ㅮ習に対するホ価」として㸪ࣇィードࢵࣂ

ことができࡪไᚚの教ᮦを▱ること㸪学習活動を一通り体㦂すること㸪学習指ᑟἲを学ࢡ

たかをၥうことにし㸪3 㡯┠をタ定した。ḟいで㸪「ㅮ習で㌟に௜いたこと」として㸪シー

ไᚚ㸪PIDࣇ図㸪࢜ン࢜⥺ࢡࢵไᚚ㸪ブࣟࢡࢵࣂィードࣇンスไᚚ㸪ࢣ ไᚚが理解できた

のか㸪� 㡯┠をタ定し㸪ࣇࢯト࢙࢘アの MATLAB/Simulink の使い方㸪ࣗࢳーニングの方

ἲが㌟に௜いたのか㸪2 㡯┠をタ定した。事ᚋㄪᰝの㉁ၥ㡯┠はィ 10 㡯┠となࡗた。ᅇ⟅

形ᘧは㸪「とてもそう思う」㸪「ややそう思う」㸪「あまりそう思わない」㸪「まࡗたࡃそう思わ

ない」の � ௳ἲとした。 

また㸪ేࡏて自由グ述形ᘧのᅇ⟅ḍをタけ㸪受ㅮᚋの感᝿をグ述してもらうことにし㸪

ୖグ事ᚋㄪᰝ㡯┠のᅇ⟅の背景を考察するᮦᩱとすることにした。 
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また㸪受ㅮ者 D や E㸪G のように㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関して㸪㧗

ᰯ・大学時௦やㅮ習会で学ࡔࢇことはあるものの㸪ᤵᴗやᐇ習をᢸᙜしたことはない受ㅮ

者がみられる。一方㸪受ㅮ者 F のように㸪シーࢣンスไᚚとࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関し㸪

㧗ᰯ・大学時௦に学ࡔࢇことがあࡗて㸪ᤵᴗでྲྀりᢅࡗたことのある受ㅮ者もいることが

わかる。たࡔし㸪受ㅮ者 F は㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習をᢸᙜしたこ

とはないようである。 

受ㅮ者 I は㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関して㸪㧗ᰯ・大学時௦やㅮ習会

で学ࡔࢇことはないものの㸪ᤵᴗでྲྀりᢅࡗたりᐇ習をᢸᙜしたりする⤒㦂がある。I は

教ဨ⤒㦂ᖺᩘが 3� ᖺと㛗ࡃ㸪その中で⊂学によりไᚚ学習に関する教ᮦや指ᑟ方ἲについ

ての▱識を㌟に௜けたのではないかと思われる。 

以ୖのような受ㅮ者を対㇟に㸪以下㸪事ᚋㄪᰝの⤖ᯝについて考察を行う。事ᚋㄪᰝの

⤖ᯝを表 3 に示す。 
⾲ � ஦ᚋㄪᰝࡢ⤖ᯝ 

 

受ㅮ者 

A B C D E F G H I 

 
2 3 � � 10 19 20 33 3�

࠙ㅮ習に対するホ価ࠚ 

ไᚚの教ᮦを▱ることができた 3ࢡࢵࣂィードࣇ � 3 � � � 3 3 �

� ไᚚの学習活動を一通り体㦂できたࢡࢵࣂィードࣇ � 3 3 � 3 3 3 3

� ことができたࡪไᚚの学習指ᑟἲを学ࢡࢵࣂィードࣇ 3 3 � � 3 3 3 �

࠙ㅮ習で㌟に௜いたことࠚ 

シーࢣンスไᚚがどういうものかを理解できた 2 3 3 3 � � � 3 �

ไᚚがどういうものかを理解できた 3ࢡࢵࣂィードࣇ � 3 � � � � 3 �

ブࣟࢡࢵ⥺図がどういうものかを理解できた � � 3 � � � 3 3 �

࢜ン࢜ࣇไᚚがどういうものかを理解できた 3 � 3 3 � � 3 3 �

PID ไᚚがどういうものかを理解できた 3 � 3 � � � 3 3 �

ト࢙࢘ア「MATLAB/Simulink」の使い方が㌟に௜いࣇࢯ

た 

3 � 3 � 3 3 3 3 3

ーニング方ἲが㌟に௜いた 2ࣗࢳ 3 3 3 3 3 3 3 3

ὀ）�㸸とてもそう思う㸪3㸸ややそう思う㸪2㸸あまりそう思わない㸪1㸸まࡗたࡃそう思わない 

受ㅮ者のアルࢵ࣋࢓ࣇト下のᩘᏐは㸪教ဨ⤒㦂ᖺᩘを示す㸬  
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表 3 によれࡤ㸪「ㅮ習に対するホ価」に関して㸪඲ての㉁ၥ㡯┠に඲受ㅮ者が㸪「��とて

もそう思う」もしࡃは「3�ややそう思う」とのᅇ⟅であࡗた。これは඲受ㅮ者が肯定的な

ホ価をしたことを意味している。受ㅮした教ဨにとࡗて㸪本教ဨㅮ習会がࣇィードࢡࢵࣂ

ไᚚの教ᮦや学習活動㸪学習指ᑟἲを学ୖࡪで᭷用であࡗたことが示၀ࡉれる。 

「ㅮ習で㌟に௜いたこと」に関しては㸪シーࢣンスไᚚ㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚ㸪ブࣟࢵ

ไᚚ㸪PIDࣇ図㸪࢜ン࢜⥺ࢡ ไᚚを理解できたのかについての � 㡯┠に㸪9 ྡ中 8 ྡと࡯

とࢇどの受ㅮ者が㸪「��とてもそう思う」もしࡃは「3�ややそう思う」とのᅇ⟅であࡗた。

受ㅮした࡯とࢇどの教ဨが㸪本教ဨㅮ習会により㸪これらのࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関する

▱ 識 面 に つ い て の 理 解 を 㧗 め ら れ た と 考 え ら れ る 。 ま た 㸪 ࢯ ࣇ ト ࢘ ࢙ ア の

MATLAB/Simulink の使い方㸪ࣗࢳーニングの方ἲが㌟に௜いたのかについての 2 㡯┠に㸪

同ᵝに࡯とࢇどの受ㅮ者が㸪「��とてもそう思う」もしࡃは「3�ややそう思う」とのᅇ⟅で

あࡗた。࡯とࢇどの受ㅮ者が㸪本教ဨㅮ習会により㸪これらのࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関す

るᢏ能面についての理解を㧗められたと᥎察ࡉれる。 

受ㅮ者 A の 1 ྡのみ㸪「シーࢣンスไᚚをどういうものかを理解できた」㸪「ࣗࢳーニン

グ方ἲが㌟に௜いた」の 2 㡯┠について「2�あまりそう思わない」とのᅇ⟅であࡗた。受

ㅮ者 A は㸪ไᚚ学習に関してᤵᴗやᐇ習をᢸᙜしたことも㸪㧗ᰯ・大学時௦やㅮ習会で学

ーニングにࣗࢳこともないが㸪このような受ㅮ者に対しては㸪ไᚚシステ࣒のᴫ要やࡔࢇ

おけるパࣛメーࢱㄪᩚ➼をより୎ᑀに学習ࡏࡉる必要があるのかもしれない。 

事ᚋの受ㅮ者の自由グ述౛を表 � に示す。受ㅮ者 B の「MATLAB/Simulink を用いるこ

とでࣟࣉグ࣒ࣛのⱞ手な⏕ᚐもไᚚ学習にධりやすいと感ࡌた」㸪受ㅮ者 D の「ࣟࣉグࣛ

࣑ング言語を使わずにࣟࣉグ࣑ࣛングができて౽฼ࡗࡔた」㸪受ㅮ者 I の「ไᚚの学習では

C 言語は⏕ᚐにとࡗてブࣛࢡࢵ࣎ࢡࢵスでⰋい」といࡗたグ述がὀ┠ࡉれる。これらのグ

述から㸪本教ဨㅮ習会の特ᚩすなわち㸪GUI（Graphical User Interface）の環境で㸪C
言語ࣟࣉグ࣑ࣛングを必要としないࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習であることが㸪受ㅮ者に支

持ࡉれていることがわかる。 

また㸪受ㅮ者 A の「ไᚚ⣔のᐇ習・ᗙ学を教えたことがないので㸪௒ᅇのෆ容を௒ᚋᙺ

立てるように自分の中でᾘ化したい」㸪受ㅮ者 B の「ࣗࢳーニングのタ定値のㄝ明があれ

れる。Aࡉ┠と⡆༢に行えたと思う」とのグ述がὀࡗもࡤ と B は㸪ไᚚ学習に関してᤵᴗ

やᐇ習をᢸᙜしたことも㸪㧗ᰯ・大学時௦やㅮ習会で学ࡔࢇこともない受ㅮ⏕であࡗた。

このような受ㅮ者に対しては㸪よりෆ容をᾘ化したり㸪⡆༢にࣗࢳーニングにྲྀり組めた

りできるように㸪ㅮ習会の学習活動のෆ容をᕤኵし対ฎしていࡃ必要があると考えられる。

⛉ไᚚのෆ容は㸪ᬑ通㧗ᰯにおける情ሗࢡࢵࣂィードࣇ 9)でもྲྀりᢅわれており㸪中学ᰯ

におけるᢏ⾡・ᐙᗞ⛉ᢏ⾡分㔝 10)にも関わࡗている。௒ᚋ㸪これらをᢸᙜする教ဨをྵめ

て受ㅮ対㇟者をᣑ大していࡃためには㸪ไᚚ学習に関する受ㅮ者の⤒㦂のከᐻによらない

ように㸪対ᛂしていࡃ必要がある。౛えࡤ㸪受ㅮ者 G のグ述に「他ᰯの先⏕方と一⥴に㸪

情ሗ஺᥮をしながらᴦしࡃ行いたかࡗた」とあるが㸪ㅮ習会の学習形態をグルーࡈࣉとと

し㸪情ሗ஺᥮会を組みධれながら受ㅮ者㛫で学ྜࡧえる仕組みをసることも一つの手ẁに

なると考えられる。 
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また㸪受ㅮ者 D や E㸪G のように㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関して㸪㧗

ᰯ・大学時௦やㅮ習会で学ࡔࢇことはあるものの㸪ᤵᴗやᐇ習をᢸᙜしたことはない受ㅮ

者がみられる。一方㸪受ㅮ者 F のように㸪シーࢣンスไᚚとࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関し㸪

㧗ᰯ・大学時௦に学ࡔࢇことがあࡗて㸪ᤵᴗでྲྀりᢅࡗたことのある受ㅮ者もいることが

わかる。たࡔし㸪受ㅮ者 F は㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習をᢸᙜしたこ

とはないようである。 

受ㅮ者 I は㸪シーࢣンスไᚚやࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関して㸪㧗ᰯ・大学時௦やㅮ習会

で学ࡔࢇことはないものの㸪ᤵᴗでྲྀりᢅࡗたりᐇ習をᢸᙜしたりする⤒㦂がある。I は

教ဨ⤒㦂ᖺᩘが 3� ᖺと㛗ࡃ㸪その中で⊂学によりไᚚ学習に関する教ᮦや指ᑟ方ἲについ

ての▱識を㌟に௜けたのではないかと思われる。 

以ୖのような受ㅮ者を対㇟に㸪以下㸪事ᚋㄪᰝの⤖ᯝについて考察を行う。事ᚋㄪᰝの

⤖ᯝを表 3 に示す。 
⾲ � ஦ᚋㄪᰝࡢ⤖ᯝ 

 

受ㅮ者 

A B C D E F G H I 

 
2 3 � � 10 19 20 33 3�

࠙ㅮ習に対するホ価ࠚ 

ไᚚの教ᮦを▱ることができた 3ࢡࢵࣂィードࣇ � 3 � � � 3 3 �

� ไᚚの学習活動を一通り体㦂できたࢡࢵࣂィードࣇ � 3 3 � 3 3 3 3

� ことができたࡪไᚚの学習指ᑟἲを学ࢡࢵࣂィードࣇ 3 3 � � 3 3 3 �

࠙ㅮ習で㌟に௜いたことࠚ 

シーࢣンスไᚚがどういうものかを理解できた 2 3 3 3 � � � 3 �

ไᚚがどういうものかを理解できた 3ࢡࢵࣂィードࣇ � 3 � � � � 3 �

ブࣟࢡࢵ⥺図がどういうものかを理解できた � � 3 � � � 3 3 �

࢜ン࢜ࣇไᚚがどういうものかを理解できた 3 � 3 3 � � 3 3 �

PID ไᚚがどういうものかを理解できた 3 � 3 � � � 3 3 �

ト࢙࢘ア「MATLAB/Simulink」の使い方が㌟に௜いࣇࢯ

た 

3 � 3 � 3 3 3 3 3

ーニング方ἲが㌟に௜いた 2ࣗࢳ 3 3 3 3 3 3 3 3

ὀ）�㸸とてもそう思う㸪3㸸ややそう思う㸪2㸸あまりそう思わない㸪1㸸まࡗたࡃそう思わない 

受ㅮ者のアルࢵ࣋࢓ࣇト下のᩘᏐは㸪教ဨ⤒㦂ᖺᩘを示す㸬  
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⾲ � ஦ᚋཷࡢㅮ⪅ࡢ⮬⏤グ㏙౛ 

 

 にࡾࢃ࠾ .�

本研究は GUI（Graphical User Interface）の環境でのࣇィードࢡࢵࣂไᚚの㢟ᮦとし

て㸪ブࣟࢡࢵ⥺図に基࡙ࢵ࣎ࣟࡃトไᚚをྲྀりୖげた教ဨㅮ習会をᐇ㊶し㸪その᭷用性を

᳨ウするものであࡗた。教ᮦの㑅定㸪ㅮ習ィ⏬の立᱌㸪ㅮ習会のᐇ㊶ཬࡧ事๓・事ᚋㄪᰝ

のᐇ᪋を行ࡗた⤖ᯝはḟのようにまとめられる。 

①事ᚋㄪᰝから㸪受ㅮした教ဨにとࡗて㸪本教ဨㅮ習会がࣇィードࢡࢵࣂไᚚの教ᮦや学

習活動㸪学習指ᑟἲを学ୖࡪで᭷用であࡗたことが示၀ࡉれた。また㸪受ㅮした࡯とࢇ

どの教ဨが㸪ࣇィードࢡࢵࣂไᚚに関する▱識面ཬࡧᢏ能面についての理解を㧗められ

たことが᥎察ࡉれた。 

②事ᚋの自由グ述から㸪本教ဨㅮ習会の特ᚩすなわち㸪GUI の環境で㸪C 言語ࣟࣉグ࣑ࣛ

ングを必要としないࣇィードࢡࢵࣂไᚚのᐇ習であることが㸪受ㅮ者に支持ࡉれている

ことがわかࡗた。 

③また㸪ไᚚ学習に関する事๓⤒㦂のない受ㅮ教ဨに対しては㸪ไᚚシステ࣒のᴫ要やࢳ

ࣗーニングにおけるパࣛメーࢱㄪᩚ➼についてより୎ᑀに学習を㐍行していࡃ必要が

あると᥎察ࡉれた。 

受ㅮ者  自由グ述のෆ容 

A 
ไᚚ⣔のᐇ習・ᗙ学を教えたことがないので㸪௒ᅇのෆ容を௒ᚋᙺ立てるように自分の中でᾘ化した

い。 

B 
と⡆༢に行えたと思う。MATLAB/Simulinkࡗもࡤーニングのタ定値のㄝ明があれࣗࢳ を用いること

でࣟࣉグ࣒ࣛのⱞ手な⏕ᚐもไᚚ学習にධりやすいと感ࡌた。 

D 
た。ᐇ際にできたࡗࡔグ࣑ࣛングができて౽฼ࣟࣉグ࣑ࣛング言語を使わずにࣟࣉ C 言語のࢯースを

見てみたかࡗた。ࣗࢳーニングで理᝿的な動きを見つけるのが㞴しかࡗた。 

E 
C 言語を༑分に理解していないと LEGO の本᱁的なไᚚはできないと思ࡗていた。௒ᅇのࣇࢯトを使

うことで⏕ᚐがࣇィードࢡࢵࣂไᚚの学習を行うᶵ会がቑえ㸪C 言語の学習にもつながると思われた。

F 
ไᚚ学習の大学と㧗ᰯのෆ容にࣉࢵࣕࢠがあり㸪⏕ᚐがᡞᝨいを感ࡌている。௒ᅇのようなෆ容はそ

のࣉࢵࣕࢠをᇙめるのに᭷ຠに思われる。ࡉらにෆ容を研究し㸪Ⰻいᤵᴗがᒎ開できれࡤと思います。

G 

MATLAB/Simulink を用いることでシ࣑ࣗレーション⤖ᯝを║で見ることができてわかりやすかࡗ

た。大学や研究ᶵ関ではᶆ‽的なࣇࢯトなので㸪㐍学を考える⏕ᚐにこのようなࣇࢯトがあることを

ఏえる必要があると思う。 

ண⟬があれࡤᐇ習にྲྀりධれていきたい。他ᰯの先⏕方と一⥴に㸪情ሗ஺᥮をしながらᴦしࡃ行いた

かࡗた。ኟᮇఇᴗ中もᰯົのため時㛫をྲྀることが㞴しい。もࡗとⰍ々なㅮ習が受けられるような時

㛫的వ⿱がḧしいと思ࡗた。 

I 
ไᚚ対㇟・ࣇࢯトが␗なれࡤその㒔度ຮᙉしないと行けない。Simulink はึめてࡗࡔたのでຮᙉに

なࡗた。ไᚚの学習では C 言語は⏕ᚐにとࡗてブࣛࢡࢵ࣎ࢡࢵスでⰋい。 
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࿧ࡧ᥃け㸪受ㅮ対㇟者をᣑ大ࡏࡉながらㅮ習会のᐇ㊶を✚み重ࡡることを考えている。 
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